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機能概要 

Fiery® Command WorkStation® のシステム管理者は、
サーバージョブのプリセットを作成し共有して、よ
く使用されるアプリケーションに関してジョブのプ
ロパティの選択を自動化することで、時間を節約し
生産性を最大限に高めることができます。 

システム管理者は、Command WorkStationのデバイ
スセンターからサーバープリセットの保存、編集、公
開、および削除を行うことができます。これにより、
他のユーザーは、仮想プリンター、Hot Folders、ジョ
ブのプロパティ、印刷ドライバー、Fiery JobFlowな
どのワークフローを通じて一元的に保存されているプ
リセットにアクセスすることができます。 

Fiery Virtual Printers によって、プロダクション印刷
の管理者は特定の設定を作成し、それをデスクトッ
プ上の特定の名前のプリンターとしてユーザーに提
示することができます。たとえば、定期的にトレー
ニング マニュアルを印刷するユーザーは、「トレー
ニング マニュアル」という名前のプリンターに印刷
するだけで、ジョブ設定のエラーを大幅に削減する
ことができます。 

Fiery Hot Foldersでは、ドキュメントを Fieryサーバ
ーに送信するための自動化された簡単な方法をユー
ザーに提供します。ユーザーはドキュメントを Hot 

Folders にコピーまたはドロップするだけです。この
ワークフローでは、ジョブは PPD の上書き、面付け属

性、ファイル形式の変換などのジョブ チケットの指示

とともに Fiery サーバーに送信されます。  

Fiery JobFlow™は、プリプレスワークフローでのジ
ョブ準備工程を自動化して、印刷準備の完了したフ
ァイルを生成します。この使いやすい印刷ワークフ
ロー自動化ソフトウェアで、生産性向上とコスト削
減を図ることができます。 

 

ゴール 

• 名刺の面付けレイアウトを作成する 

• 新しいサーバープリセットを作成する 

• 新しい仮想プリンターを作成してプリセッ

トを適用する 

• 新しい Hot Folder を作成してプリセットを

適用する 

• Command WorkStation で自動ワークフロー

を適用する 

• Fiery JobFlowで自動ワークフローを適用 

する 

その他のリソース 

その他のソフトウェアダウンロードやトレーニング

リソースについては、Fieryオンラインリソースを参

照してください。 

はじめに 

• Fiery Command WorkStation® 6（またはそ

れ以降）を起動し、Fiery FS300/FS300 Pro

を実行している少なくとも 1つの Fieryサー

バーに接続してください。 

• Command WorkStationを実行しているコン

ピューターで Fiery Imposeのライセンスを

アクティベートします。 
 

• Fiery Imposeの 30日間無料試用版を申し込

むには、

http://fiery.efi.com/impose/freetrial30にアク

セスしてください。 

http://efi.com/resources/fiery-online-resources/
http://www.efi.com/marketing/fiery-servers-and-software/campaigns/fiery-impose-30day-trial/
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• Command WorkStation を実行しているコン

ピューターに Fiery Hot Folders をインスト

ールします。 

• Fiery Software Managerを使用して、無料の

Fiery JobFlow Baseアプリケーションをイ

ンストールします。 

• Fiery JobFlowの 30日間無料試用版を申し

込むには、http://www.efi.com/fieryjobflow-

30day-trial/ にアクセスしてください。 

• サンプルファイル
MnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdf
を Fieryサーバーの待機キューに送ります。

それには、ファイルを Command 

WorkStation の待機リストにドラッグするか、

Command WorkStationのインポートメニュ

ーオプションを使用します。 

• 印刷を開始する前にプリンターと Fiery サー

バーのキャリブレーションを行ってください。 

 

http://www.efi.com/marketing/fiery-servers-and-software/campaigns/fieryjobflow-30day-trial/
http://www.efi.com/marketing/fiery-servers-and-software/campaigns/fieryjobflow-30day-trial/
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名刺の面付けレイアウトを作成する 

1. Command WorkStation の待機リストでMnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdfファイル

を選択します。次に、右クリックして「Impose」を選択します。 

2. 「Impose」ウィンドウの「設定」ペインで、製品インテントに「ギャングアップ」を選択し 

ます。 

3. ギャングアップの下で反復 > 左/右を選択します。 

4. 「仕上がりサイズ」オプションで、「ユーザー定義」を選択します。「仕上がりサイズ変更は

ブリード値をリセットします」というメッセージが表示されます。OKをクリックしてウィンド

ウを閉じ、レイアウトを続行します。 

Fiery Impose の「ユーザー定義の仕上がりサイズ」での面付けは、PDF ファイルのトリムボックスの仕上げの
オプションを使用します。この機能強化により、Fiery Impose のテンプレートを「ユーザー定義の仕上がりサ
イズ」設定で使用して、これらのテンプレートを Fiery Hot Folders、仮想プリンター、ジョブのプロパティ、 

およびサーバー プリセットなど、任意のジョブ送信の方法またはワークフローで利用できます。 

5. 「シート」で、「11x17」または「A3」を選択します。 

6. 「両面」で「オン」を選択します。 

7. 「レイアウト」領域で、次のオプションを選択します。 

a. レイアウト方向: 縦 

b. 行と列: 4 x 4 

8. 「とじしろ」で「定義」をクリックします。 
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9. 0.25インチと入力し、すべてに適用をクリックし、さらに OKをクリックします。 

「シート表示」ペインで、各カードの間に 0.25 インチの空白がとじしろとして表示されます。 

10. Command WorkStation の環境設定で「ユーザー定義」オプションがデフォルトに設定されてい

る場合、ジョブを Impose で開いたときに、ブリード値は自動的に設定されています。 

Impose では、「ユーザー定義」を有効にすると、トリム サイズの値から仕上がりサイズの値が設定され、ド
キュメントからブリード値が自動的に設定されます。 

11. 「ページマーク」領域で「定義」をクリックします。 

12. 「トリム」タブで「トリミングマーク印刷」チェック ボックスを選択します。  

13. 「マークをおもて面のみ印刷」チェック ボックスをオンにします。「OK」をクリックして閉じ

ます。 

14. 設定をテンプレートとして保存するには、ディスク アイコンをクリックします。この例では、

「BusinessCard_UserDefined」として保存します。「OK」をクリックします。 

15. ファイル メニューから「終了」を選択するか、角にある赤い X をクリックして、Impose を閉

じます。 

16. 「保存」ウィンドウが開いた場合、面付けジョブを保存しないのであれば「いいえ」を選択し 

ます。 

17. 次のセクションでは、このテンプレートをサーバープリセットに適用し、これを使用して今後の

同様のジョブを自動化できるようにします。 
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新しいサーバープリセットを作成する 

1. Command WorkStationで、サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットを

選択します。 

2. 新しいプリセットを作成するには、「新規」をクリックします。 

3. プリセット名と説明を入力します。  

4. この例では「BusinessCard」と入力します。 

5. 「説明」フィールドに、追加の特性を記載できます。この例では、「面付けした名刺レイアウ

トの印刷」と入力します。 

6. 「ジョブのプロパティ」で、「定義」をクリックします。 

7. 「レイアウト」アイコンをクリックします。 

8. 「Impose」をクリックします。 

9. 先に作成した BusinessCard_UserDefined テンプレートを選択します。完了したら、 

「OK」をクリックします。 

10. 「OK」をクリックして、「ジョブのプロパティ」を適用します。 

11. 次のセクションでは、このプリセットを仮想プリンターに適用します。 
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仮想プリンターを作成してプリセットを適用する 

1. 「プリセット」ウィンドウから、BusinessCard プリセットを選択します。次に、「仮想プリン

ターとして公開」をクリックします。 

2. 「新規仮想プリンター」ウィンドウが開き、追加の設定を適用できます。 

3. プリンター名を入力します。この例では「BusinessCard」と入力します。  

4. 「説明」フィールドに、仮想プリンターの追加の特性を記載できます。 

5. 「ジョブアクション」で「印刷後待機」を選択します。  

6. Prefightチェックボックスをオンにします。この例では、デフォルトの Preflight 設定を使用し

ます。 

7. すべての設定が終了したら、「OK」をクリックします。  

8. 保存後、仮想プリンターが正常に作成されたことを示すメッセージが表示されます。  

9. 「デバイスセンター」の「ワークフロー」で「仮想プリンター」を選択して、新しく作成した

仮想プリンターを確認します。 

10. さらに仮想プリンターを作成するため、「新規」をクリックします。 

11. 「新規仮想プリンター」ウィンドウで、仮想プリンターの名前 (機能を示すような名前) を入力

します。 

12. 「説明」には、追加の特性を記載できます。 

13. 「ジョブアクション」を選択します。 
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14. 「ジョブのプロパティ」で、「定義」をクリックします。または、ドロップダウンリストからジ

ョブプリセットを選択することもできます。次に、適用する印刷オプションを割り当てます。 

15. 「すべてロック」をクリックします。これによって、事前に定義されたジョブのプロパティを

ユーザーが上書きしないように防ぐことができます。 

16. 「OK」をクリックして、「ジョブのプロパティ」を適用します。 

17. 完了したら「OK」をクリックして、新しい仮想プリンターを保存し、公開します。 

18. これでユーザーは仮想プリンターのドライバーをインストールして、ジョブを送信することがで

きます。 

19. 仮想プリンタードライバーのインストールと使用については、Fieryの取扱説明書を参照してく

ださい。 
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新しい Hot Folder を作成してプリセットを適用する 

1. Fiery Hot Folders アプリケーションを起動します。 

2. ツールバーの「新規」アイコンをクリックして、新しい Hot Folder を作成します。 

3. 新しいフォルダーの名前を入力します。この例では「BusinessCard」と入力します。 

4. 「説明」フィールドに、Hot Folder の追加の特性を記載できます。  

5. 「場所」フィールドには、新しい Hot Folder が作成されるデフォルトの場所が表示されます。

場所を変更するには、「参照」をクリックします。この演習では、デフォルトの場所 (デスクト

ップ) を使用します。  

6. 「選択」をクリックして Fiery サーバーを選択します。 

7. 「サーバーに接続」ウィンドウが開いたら、検索アイコン (虫メガネのアイコン) を使用して、

ネットワーク上の Fiery サーバーを検索します。Hot Folders で送信したジョブの受信に使用す

る Fiery サーバーを選択します。次に、「接続」をクリックします。 

使用する Fiery サーバーが別の TCP/IP サブネット上にある場合は、検索メニューを選択し、サブネ
ットまたは IP 範囲を選択して、ローカルの TCP/IP サブネットの範囲外まで検索を拡大します。 

8. ジョブアクションを割り当てます。この演習では「処理後待機」を選択します。 

9. 「ジョブのプロパティ」で、サーバープリセットを選択します。この例では、BusinessCards

を選択します。 

10. 「Preflight」チェック ボックスをオンにします。  

11. 「重大エラー発生の場合」オプションで「待機」を選択します。 
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12. 「OK」をクリックして、すべての設定を Hot Folder に適用し、Fiery Hot Folder コンソールを

閉じます。 

13. Fiery Hot Foldersを実行しているコンピューター上で、

MnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdfファイルを探して選択します。 

14. 右クリックして「ホットフォルダにダウンロード」を選択します。次に、作成した Hot Folder 

を選択します。または、MnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdfファイルを

BusinessCardホットフォルダーにドラッグします。 

 

 

 

Command WorkStation で自動ワークフローを適用する  

1. オプション 1: Command WorkStation の待機リストで

MnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdfファイルを選択します。次に、右クリックして

「ワークフローを適用」 > 「BusinessCard」を選択します。  

2. オプション 2: Command WorkStation の待機リストで

MnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdfファイルを選択します。プレビュー領域で、ワー

クフローをクリックしてワークフローをジョブに割り当てます。  

3. オプション 3: ツールバーの「インポート」アイコンをクリックします。または、 

「ファイル」 > 「インポート」を選択します。 

a. MnM_business_card_portrait_SAMPLE.pdfファイルを探します。 

b. 設定で、サーバープリセットを使用または仮想プリンターを使用をクリックします。 

c. サーバープリセットまたは仮想プリンターを選択します。 

d. 適用するジョブアクションを選択します。 
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Fiery JobFlowで自動ワークフローを適用する 

Fiery JobFlowアプリケーションはサーバーベースのアプリケーションで、Fiery Software Managerを使用して

Windowsオペレーティングシステムにインストールできます。インストール後は、任意のブラウザーでこのア

プリケーションにアクセスできます。この演習では、無料の Fiery JobFlow Baseアプリケーションを使用します。  

1. アプリケーションのアイコンをダブルクリックして、Fiery JobFlowを起動します。 

2. 登録しているユーザー名とパスワードでログインします。 

3. Fiery JobFlowアプリケーションで、ワークフロービューに移動します。 

4. 右上隅のプラス記号  をクリックして、新規ワークフローを追加します。 

5. ワークフローを新規作成ウィンドウで、ワークフロー名として Business cardsを入力し、追加

したい任意の説明も入力します。作成の確認をします。 

6. 出力領域を強調表示し、編集  を選択します。 

7. 出力デバイスとこのワークフローのアクション

を定義し、作成したプリセット BusinessCard

を割り当てます。これで、Fiery Imposeテンプ

レートとその他のあらゆるプロパティ（このプ

リセットに定義されている用紙や仕上げの設定

など）が適用されるようになります。 

8. 保存の確認をします。 

9. 作成されたワークフローがリストの先頭に表示され、使用する準備ができました。ファイルをワ

ークフローにドラッグアンドドロップします。 

10. Fiery JobFlow Baseウィンドウ上部のジョブビューに、ファイルの進行状況が表示されます。 

11. Fiery JobFlowでは、ワークフローを必要な数だけ追加できるので、無駄がなく、印刷プロセスの

自動化に役立ちます。 



 

 

EFI fuels success. 
We develop breakthrough technologies for the manufacturing of signage, packaging,  
textiles, ceramic tiles, and personalized documents, with a wide range of printers,  
inks, digital front ends, and a comprehensive business and production workflow suite  
that transforms and streamlines the entire production process, increasing your  
competitiveness and boosting productivity. Visit www.efi.com or call 650-357-3500 
for more information. 
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